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平
成
十
二
年
に
当
館
収
蔵
品
と
し
て
受
け
入
れ
た
英
派
（
英
一
蜒
）
筆
「
四
季
加
嶋
風
俗

図
屏
風
」（
図
版
一
）
は
、
東
京
の
書
家
旧
蔵
の
も
の
で
、
八
曲
一
隻
の
形
態
を
と
り
、
右
か

ら
第
一
扇
・
二
扇
に
春
、
三
扇
・
四
扇
に
夏
、
五
扇
・
六
扇
に
秋
、
七
扇
・
八
扇
に
冬
の
情

景
が
描
か
れ
る
。
平
成
十
四
年
度
に
修
理
を
施
し
、
十
五
年
三
月
に
完
成
に
至
っ
た
。
第
四

扇
・
五
扇
に
は
、
南
ア
ル
プ
ス
源
流
の
釜
無
川
と
秩
父
山
地
源
流
の
笛
吹
川
の
流
れ
を
集
め

て
駿
河
湾
に
注
ぐ
、
東
海
道
き
っ
て
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
た
富
士
川
と
渡
船
の
様
子
が
、

ま
た
、第
六
扇
に
は
冠
雪
し
た
富
士
山
が
描
か
れ
、富
士
山
南
麓
を
描
い
た
風
俗
画
で
あ
る
。

受
け
入
れ
前
の
調
査
に
お
い
て
、
第
八
扇
に
あ
る
款
記
（
図
版
十
八
）
は
、
最
初
の
一
文
字

「
英
」
以
外
は
、
本
紙
欠
損
の
た
め
読
み
と
れ
ず
、
ま
た
印
章
も
白
文
方
印
が
押
さ
れ
て
い

る
が
不
鮮
明
で
判
明
せ
ず
、
作
者
も
制
作
年
代
も
不
詳
で
あ
っ
た
。 

 

板
橋
区
立
美
術
館
の
安
村
敏
信
氏
に
よ
る
と
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
断
定
は
で
き
な
い
が

一
蝶
以
来
幕
末
ま
で
狩
野
派
系
の
一
分
派
と
し
て
独
特
な
都
市
風
俗
画
の
世
界
を
描
き
続
け

た
英
派
の
作
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
僅
か
に
遺
さ
れ
た
筆
跡
か
ら
、
一
蝶
作
と
す
る

可
能
性
の
他
に
一
蝶
の
孫
弟
子
・
英
一
蜒
（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
没
）
作
と
も
考
え
ら

れ
、
仮
に
一
蜒
作
と
す
れ
ば
世
に
出
る
初
見
の
資
料
で
あ
り
、
屏
風
の
形
態
を
と
る
大
作
の

た
め
、
代
表
作
と
も
考
え
ら
れ
る
と
の
見
解
だ
っ
た
。
ま
た
、
描
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
も
、

幕
末
の
画
家
事
典
『
古
画
備
考
』
の
一
蝶
の
項
に
、
北
窓
翁
（
一
蝶
）
筆
「
富
士
川
ノ
富
士
」

の
存
在
が
記
さ
れ
て
お
り
、
英
派
に
は
富
士
川
が
流
れ
る
富
士
の
麓
を
描
く
た
め
の
粉
本
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。 
 

こ
こ
で
は
、
本
資
料
の
作
者
に
つ
い
て
、
並
び
に
描
か
れ
た
内
容
を
富
士
南
麓
の
地
域
的

景
観
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
英
一
蝶
を
中
心
と
し
た
英
派
の
作
例
と
対
比
し
な
が
ら
考
察
し
、

紹
介
し
て
い
き
た
い
。 

 

一
、
作
者
に
つ
い
て 

 

英
派
は
、
英
一
蝶
を
祖
と
す
る
狩
野
派
系
の
画
派
で
あ
る
。
英
一
蝶
は
承
応
元
年
（
一
六

五
二
）、
京
都
の
医
師
多
賀
白
庵
（
伯
庵
）
の
も
と
に
生
ま
れ
た
。
父
・
白
庵
は
伊
勢
亀
山
藩

主
石
川
候
の
侍
医
で
あ
り
、
剣
術
も
指
南
し
た
。
母
は
一
説
に
花
房
氏
、
剃
髪
の
後
は
妙
寿

と
称
し
た
と
い
う
。
一
蝶
の
本
姓
は
藤
原
、
多
賀
氏
、
諱
は
安
雄
の
ち
に
信
香
、
字
を
君
受

と
い
い
、
幼
名
は
猪
三
郎
の
ち
次
右
衛
門
ま
た
は
助
之
進
（
一
説
に
助
之
丞
）
と
改
め
た
。

剃
髪
し
て
朝
湖
と
称
し
、
画
家
と
し
て
は
は
じ
め
多
賀
朝
湖
の
名
で
知
ら
れ
た
。
一
蝶
は
幼

く
し
て
父
母
と
と
も
に
江
戸
へ
下
り
、
藩
主
の
命
に
よ
り
将
軍
家
御
用
絵
師
・
狩
野
派
宗
家

の
狩
野
安
信
（
一
六
一
三
〜
八
五
）
に
入
門
し
た
。
狩
野
派
門
下
で
は
、
漢
画
だ
け
で
な
く
、

土
佐
派
を
は
じ
め
と
し
た
大
和
絵
に
見
ら
れ
る
和
様
技
法
な
ど
も
含
め
た
和
漢
折
衷
の
技
法

の
習
得
、
主
題
に
お
い
て
は
、
主
従
の
関
係
や
忠
孝
の
恩
義
な
ど
を
表
し
荘
厳
な
格
式
に
ふ

さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
勧
戒
図
を
は
じ
め
、
年
中
行
事
や
四
季
・
名
所
絵
な
ど
を
あ
ら
わ
す
景

物
画
、
仏
画
な
ど
多
種
多
様
に
わ
た
る
習
得
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
先
学

が
指
摘
す
る
と
お
り
、
一
蝶
が
彼
の
画
業
の
早
期
に
こ
の
よ
う
な
体
系
的
か
つ
本
格
的
画
技

を
体
得
し
た
こ
と
は
、
後
の
各
段
階
の
画
業
に
お
い
て
様
々
に
様
相
を
変
え
な
が
ら
も
、
生

涯
着
実
な
基
礎
力
と
し
て
結
実
し
て
い
る
。
後
、
師
の
安
信
か
ら
破
門
さ
れ
る
が
、
生
涯
画

風
は
狩
野
派
か
ら
離
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
画
業
上
の
問
題
に
よ
る
破
門
で
は
な



(4) 

く
、
旗
本
、
豪
商
、
大
名
ら
を
ま
き
こ
ん
だ
吉
原
な
ど
と
い
っ
た
悪
所
で
の
遊
興
三
昧
に
よ

っ
て
、
度
々
入
牢
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
一
蝶
は
狩
野
派
の
枠
を
越
え
て
当
時
の
江
戸
に
新
し
く
興
り
つ
つ
あ
っ
た
都
市
風

俗
画
、
浮
世
絵
へ
共
感
を
寄
せ
て
い
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
の

が
、
浮
世
絵
の
創
始
者
・
菱
川
師
宣
（
？
〜
一
六
九
四
）
や
、“
浮
世
又
兵
衛
”
の
異
名
を
と

り
、
悪
所
の
風
俗
画
や
古
典
的
主
題
を
親
し
み
や
す
い
感
覚
で
描
い
た
岩
佐
又
兵
衛
（
一
五

七
八
〜
一
六
五
〇
）
で
あ
る
。
一
方
で
俳
諧
に
も
親
し
ん
で
芭
蕉
の
門
人
た
ち
と
も
交
流
を

持
ち
、
と
り
わ
け
高
弟
の
榎
本
其
角
と
は
一
生
涯
の
友
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
師
宣
ら
の

浮
世
絵
と
芭
蕉
の
俳
諧
と
い
う
元
禄
期
を
代
表
す
る
二
大
潮
流
が
、
風
俗
画
家
一
蝶
の
誕
生

に
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
蝶
の
個
性
は
、
市
井
の
風
俗
を
生
き
生
き
と

写
し
、
ま
た
、
古
典
的
主
題
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
親
し
み
を
こ
め
て
描
い
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、

ま
た
狩
野
派
門
人
ら
し
い
格
調
高
い
筆
と
彩
色
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
風
俗
画
に
品
格
を
添
え

た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。 

 

風
俗
画
家
と
し
て
漸
く
世
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
蝶
は
、
将
軍
の
縁
筋
に
あ
た

る
大
名
を
ま
き
こ
ん
だ
醜
聞
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、
伊
豆
三
宅

島
へ
の
遠
流
と
い
う
厳
罰
に
処
さ
れ
る
。
三
宅
島
で
の
生
活
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
ま

で
約
十
二
年
に
わ
た
り
、
四
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
と
い
う
年
齢
的
に
も
、
ま
た
都
市
風
俗

画
家
と
し
て
も
、
脂
が
の
っ
て
い
た
時
期
だ
け
に
そ
の
打
撃
の
大
き
さ
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
三
宅
島
で
は
、
米
や
酒
を
売
る
店
を
商
い
な
が
ら
、
三
宅
島
を
は
じ
め
御
蔵
島
や
新
島
、

八
丈
島
な
ど
近
隣
の
伊
豆
諸
島
の
島
民
か
ら
注
文
を
と
っ
て
、
仏
画
や
七
福
神
図
な
ど
を
描

い
て
日
々
の
糧
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
江
戸
の
愛
好
家
や
知
人
に
送
っ
た

と
さ
れ
る
風
俗
画
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
往
時
の
華
や
か
で
洗
練
さ
れ
た
都
市
・
江
戸
で
の
生

活
を
伝
え
る
明
る
い
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
配
流
生
活
が
長
き
に
及
ぶ
に
つ
れ
画
技

は
荒
廃
し
、
宝
永
六
年
に
赦
免
さ
れ
る
こ
ろ
の
作
品
へ
の
評
価
は
高
く
は
な
い
。 

将
軍
・
綱
吉
の
死
に
よ
る
大
赦
に
よ
り
、
赦
さ
れ
て
江
戸
へ
帰
っ
た
一
蝶
は
、
画
名
を
多

賀
朝
湖
か
ら
「
英
一
蝶
」
に
、
号
を
「
北
窓
翁
」
へ
改
め
た
。
江
戸
再
帰
後
の
一
蝶
は
人
気

絵
師
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
自
由
闊
達
な
都
市
風
俗
画
の
描
き
手
と
し
て
期
待
さ
れ
、
ま
た
一

蝶
も
そ
の
期
待
に
こ
た
え
て
旺
盛
な
作
画
活
動
を
再
開
し
た
。
宝
永
年
間
末
か
ら
正
徳
年
間

に
か
け
て
、
彼
の
五
十
歳
代
末
か
ら
六
十
歳
代
に
か
け
て
の
時
期
は
、
二
点
の
「
雨
宿
り
図

屏
風
」（
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
東
京
国
立
博
物
館
）
や
、「
田
園
風
俗
図
屏
風
」（
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
）
な
ど
の
傑
作
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
充
実
し
た
作
品
の
多
い
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
こ
こ
に
は
、
人
間
や
自
然
に
向
け
ら
れ
た
細
や
か
な
観
察
が
一
蝶
独
自
の
瑞
々
し
い
感

覚
で
活
写
さ
れ
て
お
り
、
画
家
と
し
て
は
致
命
的
な
逆
境
を
乗
り
越
え
て
、
こ
の
よ
う
に
復

調
す
る
と
こ
ろ
に
一
蝶
の
並
々
な
ら
ぬ
底
力
が
感
じ
ら
れ
る
。
晩
年
の
一
蝶
に
は
狩
野
派
へ

の
回
帰
を
窺
わ
せ
る
古
典
的
な
主
題
や
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
表
現
の
作
例
が
目
立
っ
て
く
る

が
、
狩
野
派
に
帰
す
る
こ
と
は
な
く
狩
野
派
系
の
一
分
派
・
英
派
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。
水
墨
や
淡
彩
で
山
水
、
人
物
、
花
鳥
な
ど
の
主
題
を
描
い
た
巻
物
「
流
書
巻
物
」
は
、

一
蝶
風
の
絵
手
本
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
は
英
派
の
祖
と
し
て
の
自
覚
が
窺
え
る
一
文

が
添
え
ら
れ
（
註
一
）、
英
派
の
教
則
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
英
派
は
、
一
蝶
直
弟
子
の
一

舟
（
一
六
九
八
〜
一
七
六
八
）
と
一
水
（
佐
脇
嵩
之
、
一
七
〇
七
〜
一
七
七
二
）
の
二
系
列

が
幕
末
ま
で
系
脈
を
伝
え
、
一
舟
系
に
香
蝶
楼
歌
川
国
貞
（
三
代
豊
国
、
一
七
八
六
〜
一
八

六
四
）
が
、
一
水
系
か
ら
は
高
嵩
谷
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
四
）
が
出
て
、
一
蝶
の
功
績
を

後
世
に
伝
え
た
（
図
版
二
）。 

 

本
資
料
の
作
者
は
英
派
の
絵
師
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
三
文
字
目
の
運
筆
か
ら
一

蝶
の
弟
子
・
初
代
一
蜂
に
師
事
し
た
二
代
一
蜂
（
一
蜒
）
の
作
と
す
る
可
能
性
が
最
も
高
い
。

こ
れ
に
よ
り
本
資
料
が
描
か
れ
た
年
代
が
、
お
よ
そ
江
戸
中
期
と
想
定
さ
れ
る
。
作
者
に
つ

い
て
確
証
は
で
き
な
い
が
、
描
か
れ
た
内
容
や
画
の
雰
囲
気
は
、
英
派
の
作
品
を
手
本
と
し

た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
多
く
見
出
せ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
項
で
は
本
資
料
に
描
か
れ
た
主
題

を
い
く
つ
か
解
説
す
る
と
共
に
、
英
派
の
始
祖
・
一
蝶
の
作
例
を
中
心
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

紹
介
し
て
い
き
た
い
。 
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花（山桜？） 

白梅 
集落

⑤白酒店 

雪山と杣師 

曳馬 

渡船

河  川 

③富士山 

湖  水 

                

二
、
描
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て 

 

本
資
料
の
資
料
名
（
註
二
）
に
あ
る
「
加
嶋
」
は
、
富
士
川
東
岸
に
広
が
る
加
嶋
平
野
を

指
す
。
加
嶋
平
野
は
富
士
川
の
扇
状
地
型
デ
ル
タ
地
帯
で
、
東
は
潤
井
川
、
北
は
岩
本
山
、

南
は
駿
河
湾
に
接
し
て
い
る
。
か
つ
て
富
士
川
は
幾
筋
に
も
分
か
れ
て
加
嶋
平
野
を
流
れ
て

お
り
、
川
瀬
の
中
の
微
高
地
に
形
成
さ
れ
た
村
々
の
中
に
は
、
村
名
に
“
島
”
の
つ
く
と
こ

ろ
が
多
い
。「
加
嶋
」
の
名
は
、
こ
れ
ら
の
村
々
の
総
称
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
以
前

の
富
士
川
の
流
路
の
変
遷
を
見
て
い
く
と
、
鈴
木
富
男
氏
は
次
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
。

平
安
時
代
の
富
士
川
本
瀬
は
岩
本
山
の
麓
に
沿
っ
て
東
進
し
、
潤
井
川
と
和
田
川
を
合
わ
せ

て
吉
原
湊
（
現
在
の
田
子
の
浦
港
）
へ
注
ぎ
、
そ
の
枝
川
が
加
嶋
平
野
へ
何
本
も
流
れ
込
ん 

                         
図版二 英流系譜 

図版三 「四季加嶋風俗図屏風」に見られる景物の配置図 

④実相寺 

集落 

①初午

門松 

集落

田植え

茶屋

②渡船

雁 

⑥長屋門

と太神楽 

紅葉 
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で
い
た
。
そ
し
て
年
月
を
経
て
富
士
川
が
運
ん
だ
砂
礫
が
堆
積
し
た
こ
と
に
よ
り
、
富
士
川

の
本
瀬
は
岩
本
山
を
基
点
と
す
る
と
東
向
き
か
ら
東
南
向
き
、
や
が
て
は
南
向
き
に
流
路
を

変
え
、
鎌
倉
時
代
に
は
よ
り
西
に
寄
っ
て
現
在
の
富
士
市
宮
島
付
近
か
ら
駿
河
湾
へ
注
ぎ
、

以
後
こ
の
流
路
は
枝
川
も
含
め
て
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
加
嶋
平
野
を
複
雑
に
流
れ
て
い
た
富
士
川
は
、
時
に
氾
濫
し
、
村
々
は
苦
渋

を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
江
戸
初
期
に
な
る
と
、
富
士
郡
中
里
村
の
土
豪
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
古
郡
家
が
、
重
高
・
重
政
・
重
年
の
三
代
に
わ
た
っ
て
富
士
川
治
水
と
加
嶋
平
野
の
新
田

開
発
に
挑
ん
だ
。
山
峡
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
て
き
た
富
士
川
が
一
挙
に
川
幅
を
広
げ
る
岩
本

山
の
麓
か
ら
の
一
番
出
し
・
二
番
出
し
の
築
堤
を
は
じ
め
と
し
て
、重
政
に
よ
る
新
田
開
発
、

重
年
に
よ
る
長
さ
お
よ
そ
二
．
六
八
㎞
（
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
松
岡
村
覚
書
『
金
剛
力
』）

に
も
及
ぶ
大
規
模
な
堤
・
雁
堤
の
築
堤
等
に
よ
り
、
富
士
川
の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
加
嶋
平
野

は
、「
加
嶋
五
千
石
」
と
称
さ
れ
る
米
ど
こ
ろ
へ
発
展
を
遂
げ
た
。
本
資
料
に
は
、
こ
の
よ
う

に
富
士
川
の
乱
流
が
治
め
ら
れ
、
以
前
よ
り
も
安
定
し
た
生
活
や
農
作
物
の
収
穫
が
望
め
る

よ
う
に
な
っ
た
加
嶋
平
野
の
平
和
な
田
園
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
描
か

れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
少
々
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

画
面
全
体
を
見
て
い
く
と
、
下
方
に
描
か
れ
る
幅
の
広
い
道
は
、
東
海
道
で
あ
ろ
う
。
第

一
扇
・
第
二
扇
に
は
門
松
や
初
午
、
野
山
の
花
々
な
ど
春
の
景
物
が
描
か
れ
、
第
三
扇
・
第

四
扇
に
は
田
植
え
や
水
量
豊
か
な
河
川
な
ど
夏
の
景
物
が
描
か
れ
る
。
第
五
扇
・
第
六
扇
に

は
落
雁
や
紅
葉
、
冠
雪
し
た
富
士
な
ど
秋
の
景
物
が
描
か
れ
、
第
七
扇
・
第
八
扇
に
は
雪
山

と
杣
師
な
ど
冬
の
景
物
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
配
置
を
簡
略
に
示
し
た
も
の
が
図
版
三
で

あ
り
、図
版
四
の
富
士
南
麓
の
地
理
的
位
置
関
係
図
と
比
較
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

ま
ず
、
中
央
に
描
か
れ
る
河
川
が
ど
の
河
川
に
比
定
さ
れ
る
か
で
あ
る
が
、
渡
船
の
様
子

が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
富
士
南
麓
に
お
け
る
渡
船
や
河
川
往
来
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り

返
っ
て
み
る
。
平
安
時
代
の
承
和
二
年
（
八
三
五
）
の
法
令
で
は
、
富
士
川
に
浮
橋
を
設
置

す
る
よ
う
命
令
し
て
い
る
。
浮
橋
と
は
、
対
岸
ま
で
の
間
に
船
を
横
に
並
べ
て
つ
な
い
だ
と

図版四 富士南麓の地理的位置関係図（明治35年に測量された地図をもとに作成） 
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こ
ろ
へ
、
板
を
渡
し
た
船
橋
で
あ
る
。
中
世
の
旅
の
様
子
を
伝
え
る
『
一
遍
聖
絵
』
に
描
か

れ
た
富
士
川
船
橋
が
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
貞
応
二
年
（
一

二
二
三
）、
富
士
川
を
渡
河
し
た
時
の
様
子
を
収
め
た
『
海
道
記
』
や
、
建
治
三
年
（
一
二
七

七
）、
阿
仏
尼
が
訴
訟
の
た
め
京
都
か
ら
鎌
倉
へ
下
る
途
上
、
富
士
川
を
渡
河
し
た
様
子
を
収

め
た
『
十
六
夜
日
記
』
な
ど
に
よ
り
、
富
士
川
は
幾
瀬
に
も
分
か
れ
て
流
れ
、
渡
河
は
馬
か

徒
歩
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
幕
府
は
京
都
と
鎌
倉
と
の
最
短
距
離
を
結
ぶ

た
め
、海
よ
り
の
浜
海
道
を
開
設
し
た
。こ
れ
に
よ
り
吉
原
湊
を
渡
船
で
渡
す
必
要
が
生
じ
、

見
附
宿
を
構
え
て
渡
船
を
司
っ
た
。
吉
原
湊
で
の
渡
船
は
、
東
海
道
を
通
る
旅
人
の
利
用
が

主
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
戦
国
大
名
の
軍
事
上
の
拠
点
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
い
っ
た
。
吉
原
湊
は
富
士
川
の
渡
し
場
と
一
体
と
な
っ
た
湊
で
、
矢
部
氏
が
行
者
や
商
人

の
問
屋
を
営
み
、
渡
船
経
営
権
を
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
戦
時
に
お
け
る
富
士
川
へ
の
船

橋
の
架
橋
・
管
理
を
任
さ
れ
て
い
た
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、
渡
船
経
営
権
は
矢
部
氏
か

ら
川
成
島
（
現
在
の
富
士
市
川
成
島
）
の
斉
藤
縫
左
衛
門
ら
に
移
さ
れ
た
。
後
に
江
戸
幕
府

が
開
か
れ
、
五
街
道
の
整
備
が
行
わ
れ
る
と
、
吉
原
湊
と
富
士
川
下
流
で
の
渡
船
は
廃
止
さ

れ
、
富
士
川
の
渡
河
は
全
て
岩
淵
村
（
現
在
の
富
士
川
町
岩
淵
）
で
行
う
よ
う
定
め
ら
れ
た
。

本
資
料
が
描
か
れ
た
時
期
は
前
述
し
た
よ
う
に
江
戸
中
期
と
考
え
ら
れ
、
歴
史
的
事
実
を
対

象
に
描
い
た
歴
史
画
的
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
描
か
れ
た
内
容
も
江
戸
中
期
当

時
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
江
戸
中
期
に
東
海
道
と
交
差
す
る
河
川
で
渡
船
が
行
わ
れ
た
所

は
、
西
か
ら
順
に
桑
名
七
里
渡
し
・
浜
名
湖
今
切
渡
し
・
天
竜
川
・
富
士
川
・
馬
入
川
・
六

郷
渡
し
で
あ
り
、
富
士
南
麓
で
は
富
士
川
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
中
央
の
渡
船
の
様

子
が
描
か
れ
た
河
川
と
は
、
富
士
川
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
名
所･

旧
跡
の
配
置
は
、
実
際
の
景
観
と
必
ず
し
も
合
致

し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
画
中
の
富
士
川
よ
り
左
手
、
つ
ま
り

川
の
西
岸
に
は
、
日
蓮
宗
寺
院
の
実
相
寺
と
見
ら
れ
る
仁
王
門
（
本
章
④
参
照
）
と
、
東
海

道
の
宿
場
・
吉
原
と
蒲
原
の
間
に
あ
る
立
場
・
本
市
場
の
白
酒
店
（
本
章
⑤
参
照
）
と
見
ら

れ
る
建
物
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
実
際
の
地
理
的
位
置
は
、
川
の
東
岸
つ
ま
り

画
面
上
で
は
本
来
川
の
右
側
に
描
か
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
。
こ
の
実
際
の
景
観
と
の
相
違

は
、
本
図
の
最
上
段
の
目
的
が
、
村
絵
図
的
な
対
象
物
の
図
示
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ

の
辺
り
の
四
季
の
景
物
を
盛
り
込
ん
だ
風
雅
な
風
景
表
現
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
描
か
れ
た
内
容
の
い
く
つ
か
は
、
明
ら
か
に
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
を
表
し

た
も
の
で
あ
り
、
類
例
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
点
も
鑑
み
る
と
、
郷
土
資
料
と
し
て
の
本
資

料
の
意
義
は
、
こ
の
矛
盾
を
覆
し
て
余
り
あ
る
。 

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
の
中
か
ら
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
と
し
て
特
徴
的
な
も
の
を
主

に
挙
げ
、
英
派
の
作
例
も
あ
わ
せ
な
が
ら
紹
介
し
て
い
く
。 

 ① 

初
午
図
（
図
版
五
） 

〔
図
様
解
説
〕 

第
一
扇
、
春
の
場
面
に
描
か
れ
る
。
稲
荷
神
社
の
祭
典
・
初
午
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

境
内
に
は
「
稲
荷
大
明
神
」
と
書
か
れ
た
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
舞
殿
で
は
狐
の
面
を
つ
け
扇

子
を
手
に
し
た
演
者
が
狂
言
を
演
じ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
げ
に
こ
れ
を
見
物
し
て
い
る
。

参
道
に
は
、
供
物
の
赤
飯
を
持
つ
男
や
絵
馬
を
担
い
だ
男
、「
稲
荷
大
明
神
」
の
旗
を
持

つ
男
が
描
か
れ
る
。 

〔
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
と
し
て
の
考
察
〕 

 

稲
荷
神
は
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
身
近
な
神
で
あ
り
、
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
農
耕
、
漁

業
、
商
売
繁
盛
な
ど
様
々
な
利
益
を
求
め
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
富
士
市
内
に
あ
る

稲
荷
神
社
の
数
は
三
十
に
の
ぼ
る
。
ま
た
農
村
部
の
民
家
で
は
、
屋
敷
神
と
し
て
稲
荷
神

が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
地
に
お
け
る
稲
荷
信
仰
は
、
開
墾
地
の
守
護
神
と

し
て
の
性
格
が
強
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
資
料
に
関
係
す
る
地
域
で
示

す
と
、
江
戸
初
期
の
築
堤
に
よ
り
、
富
士
川
の
氾
濫
を
治
め
て
加
嶋
平
野
に
水
田
地
帯
が

形
成
さ
れ
た
と
い
う
新
田
開
発
の
歴
史
が
想
起
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
現
在
の
初
午
で
は
、
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「
正
一
位

．
．
．
稲
荷
大
明
神
」
と
記
し
た
旗
を
奉
納
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
歴
史
を

も
つ
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
中
期
以
降
の
習
慣
と
さ
れ
る
。 

    
     

              

〔
英
派
の
作
例
〕 

 
 

一
橋
徳
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
英
一
蝶
筆
『
風
俗
画
絵
鑑
』（
茨
城
県
歴
史
館
保
管
）
に
「
初

午
図
」、「
社
前
狂
言
図
」
が
あ
る
。『
風
俗
画
絵
鑑
』
は
、
一
蝶
三
宅
島
配
流
前
の
多
賀

朝
湖
時
代
の
作
例
で
、
戯
画
・
風
俗
画
・
俳
画
な
ど
和
風
の
小
品
が
二
十
四
図
集
め
ら
れ

た
画
帖
で
あ
る
。「
初
午
図
」
に
は
、
烏
帽
子
を
被
り
白
い
水
干
を
着
た
社
人
が
絵
馬
を

担
い
で
鳥
居
の
前
に
描
か
れ
、
ま
た
「
社
前
狂
言
図
」
に
は
、
猿
の
面
を
つ
け
扇
子
を
持

っ
て
踊
る
演
者
と
鳥
居
が
描
か
れ
、
こ
れ
は
晩
年
ま
で
一
蝶
が
得
意
と
し
た
主
題
と
い
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
主
題
の
継
承
が
、
本
資
料
に
も
垣
間
見
え
る
。 

 

② 

渡
船
図
（
図
版
六
） 

〔
図
様
解
説
〕 

 

第
四
扇
、
夏
の
場
面
に
描
か
れ
る
。
一
艘
の
渡
し
船
に
、
猿
廻
し
、
山
伏
、
馬
子
と
馬
、

母
子
、
鹿
島
の
事
触
（
註
三
）、
巡
礼
、
琵
琶
法
師
、
船
頭
ら
が
描
か
れ
る
。 

〔
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
と
し
て
の
考
察
〕 

 

江
戸
時
代
の
富
士
川
で
の
渡
船
は
、
当
初
渡
船
場
が
川
成
島
村
に
あ
っ
て
渡
船
の
運
営

も
同
村
が
行
っ
て
い
た
が
、
出
水
に
よ
り
川
筋
が
変
わ
っ
た
た
め
か
、
江
戸
初
期
の
慶
長

年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
は
対
岸
の
岩
淵
村
が
替
わ
っ
て
渡
船
を
運
営
し
た
。

さ
ら
に
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
に
は
岩
本
村
（
現
在
の
富
士
市
岩
本
）
が
こ
れ

に
加
わ
り
、
以
降
岩
淵
村
三
分
の
二
、
岩
本
村
三
分
の
一
を
各
々
分
担
し
た
。
渡
船
場
は

西
岸
岩
淵
村
で
は
字
尼
ヶ
淵
か
ら
中
ノ
郷
村
境
ま
で
、
東
岸
の
岩
本
村
で
は
松
岡
村
地
先

の
一
番
出
し
か
ら
川
下
二
十
町
ほ
ど
の
間
に
限
ら
れ
、
常
に
川
瀬
の
都
合
の
良
い
と
こ
ろ

を
選
ん
で
船
が
発
着
し
た
。 

儒
者
・
林
羅
山
が
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）『
丙
辰
紀
行
』
に
「
船
中
の
人
は
目
ま
ひ

魂
の
消
る
心
地
ぞ
し
け
る
」
と
記
し
た
こ
と
か
ら
も
、
富
士
川
の
荒
々
し
い
様
が
窺
わ
れ

る
。 

図版五 初午図（部分拡大） 
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図版六 渡船図（部分拡大） 

図版七 「乗合船図」（東京国立博物館蔵 写真提供：同館） 
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〔
英
派
の
作
例
〕 

 

東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
英
一
蝶
筆
「
乗
合
船
図
」（
図
版
七
）
に
は
、
猿

廻
し
、
山
伏
、
鹿
島
の
事
触
、
飛
脚
な
ど
様
々
な
職
種
の
人
々
が
一
艘
の
渡
し
船
の
中 

に
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
乗
合
船
図
は
、
一
蝶
の
代
表
作
「
雨
宿
り
図
屏
風
」
な
ど
と

同
様
に
、
老
若
男
女
多
種
多
様
の
人
物
を
一
図
に
お
さ
め
る
の
に
好
都
合
な
主
題
の
た
め
、

都
市
風
俗
画
家
一
蝶
が
好
ん
で
描
い
た
主
題
で
あ
っ
た
。 

 ③ 

富
士
図
（
図
版
八
） 

                 

 〔
図
様
解
説
〕 

 

第
六
扇
、
秋
の
場
面
に
描
か
れ
る
。
大
き
く
裾
野
を
広
げ
る
富
士
に
う
す
雲
が
た
な
び

き
、
雁
の
一
群
が
山
の
端
を
行
く
。
富
士
は
白
く
雪
を
被
り
、
本
資
料
中
の
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
劇
的
に
感
じ
さ
せ
る
。 

〔
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
と
し
て
の
考
察
〕 

 

加
嶋
は
富
士
山
の
裾
野
に
位
置
す
る
平
野
で
あ
り
、
富
士
の
山
容
が
他
の
山
な
ど
に
隠

さ
れ
る
こ
と
な
く
全
て
望
め
る
絶
景
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

例
年
富
士
山
の
初
冠
雪
は
九
月
下 

旬
頃
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、 

こ
の
画
の
当
時
の
暦
で
は
八
月
下 

旬
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
中
腹 

あ
た
り
ま
で
す
っ
か
り
雪
化
粧
姿 

の
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
実
際
は
も 

う
少
し
あ
と
の
晩
秋
の
山
容
と
考 

え
ら
れ
る
。
向
か
っ
て
右
側
に
た 

な
び
く
雲
は
、
そ
の
と
き
す
で
に 

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
宝
永
山
（
註
四
） 

を
隠
す
か
の
よ
う
に
、
や
や
不
自 

然
に
逆
巻
い
て
い
る
。
宝
永
噴
火 

間
も
な
い
こ
ろ
の
富
士
は
、
そ
の 

変
わ
り
果
て
た
姿
が
人
々
に
異
様 

な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
北
斎
な
ど
も
そ
の
様
を
「
富
士
山
に
で
き
た
瘤
」

と
し
て
伝
え
て
い
る
（
図
版
九
）。
あ
く
ま
で
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
雲
を
意
図

的
に
描
い
た
も
の
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
人
々
の
富
士
山
観
が
窺
え
、
興
味
深
い
。 図版九 葛飾北斎画『富嶽百景』（当館蔵）より

図版八 富士図（部分拡大） 
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〔
英
派
の
作
例
〕 

 
 

一
蝶
も
好
ん
で
富
士
図
を
描
い
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
く
。
前
述
の
『
風

俗
画
絵
鑑
』
に
は
「
富
岳
春
景
図
」、「
富
岳
秋
景
図
」
が
あ
り
、
春
景
図
に
は
霞
に
包
ま

れ
た
富
士
を
バ
ッ
ク
に
田
起
こ
し
を
行
う
農
夫
や
集
落
、
桜
な
ど
春
の
習
俗
が
描
か
れ
る
。

一
方
、
秋
景
図
に
は
澄
み
き
っ
た
高
い
空
に
映
え
る
富
士
と
、
紅
葉
が
秋
の
習
俗
を
伝
え
、 

川
を
渡
る
旅
人
が
描
か
れ
る
。
描
か
れ
た
人
物
の
小
さ
さ
が
富
士
の
雄
大
さ
を
強
調
し
、 

か
つ
小
さ
い
な
が
ら
も
人
の
営
み
を
細
か
に
描
き
こ
む
姿
勢
に
、
一
蝶
の
風
俗
画
家
ら
し

い
視
点
が
垣
間
見
え
る
。 

ま
た
、
山
梨
県
所
蔵
の
「
富
士
図
」（
図
版
十
）
に
は
、「
北
囱
翁
一
蝶
書
」
の
款
記
と

「
趣
在
山
雲
泉
石
間
」
の
朱
文
円
印
が
押
さ
れ
、
や
は
り
江
戸
再
帰
後
の
作
で
あ
る
。
富

士
は
冠
雪
し
て
お
り
、
里
と
山
の
端
に
紅
葉
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
季
節
は
秋
と
見
ら

れ
、
近
景
に
は
渡
船
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
細
緻
な
筆
遣
い
で
馬
や
人
物
が
巧
み
に
配
さ

れ
、
船
中
に
は
猿
廻
し
や
鹿
島
の
事
触
な
ど
の
、
一
蝶
得
意
の
人
物
が
描
か
れ
る
。 

こ
の
ほ
か
に
も
一
蝶
の
富
士
図
と
し
て
は
、
探
幽
の
富
士
図
を
連
想
さ
せ
る
江
戸
狩
野

風
の
「
富
士
山
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。 

 

④ 

実
相
寺
図
（
図
版
十
一
） 

〔
図
様
解
説
〕 

 

第
六
扇
、
秋
の
場
面
に
描
か
れ
る
。
朱
に
彩
ら
れ
た
茅
葺
の
門
に
は
、
両
脇
に
仁
王
像

が
見
え
る
。
二
人
の
参
詣
者
が
圧
倒
さ
れ
て
い
る
様
が
よ
く
見
て
取
れ
る
。
門
の
奥
に
は

茅
葺
の
堂
宇
が
、
裏
山
に
は
釣
鐘
が
描
か
れ
る
。 

〔
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
と
し
て
の
考
察
〕 

 
実
相
寺
は
、
富
士
市
岩
本
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
久
安
年
間
（
一
一
四
五
〜

一
一
五
〇
）
に
鳥
羽
上
皇
の
発
願
を
受
け
た
比
叡
山
の
智
印
上
人
が
開
創
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
当
初
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
日
蓮
が
こ
の
寺
の
一
切
経
蔵
で
経
典
を
閲
読
し
て 

図版十 「富士図」（山梨県蔵 写真提供:同県）
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「
立
正
安
国
論
」
を
構
想
し
た
と
い
わ
れ
、
の
ち
に
日
蓮
宗
の
著
名
な
霊
場
と
な
っ
た
。 

現
在
の
伽
藍
は
、「
安
国
道
場
」
の
扁
額
を
掲
げ
た
総
門
を
く
ぐ
る
と
、
仁
王
門
と
鐘

楼
が
見
え
、
仁
王
門
を
く
ぐ
る
と
本
堂
・
大
書
院
、
そ
の
背
後
に
は
日
蓮
像
を
祀
る
祖
師

堂
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
岩
本
山
の
傾
斜
地
を
登
る
と
、
日
蓮
が
こ
も
っ
た
と
い
う
一
切
経

蔵
が
現
れ
、
さ
ら
に
奥
に
は
守
護
神
で
あ
る
稲
荷
社
や
七
面
堂
な
ど
が
配
さ
れ
、
岩
本
山

の
南
山
裾
に
そ
の
信
仰
空
間
を
構
成
し
て
い
る
。 

江
戸
時
代
、
岩
本
村
名
主
を
勤
め
た
山
﨑
家
所
蔵
の
「
実
相
寺
絵
図
（
元
禄
十
年
九
月

七
日
）」（
図
版
十
三
）
に
は
、
荒
い
描
写
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
現
在
の
伽
藍
配
置
と
同
じ

境
内
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
仁
王
門
の
仁
王
像
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
門
の
姿
形
は
本

資
料
に
描
か
れ
る
も
の 

と
酷
似
し
て
い
る
。
木 

造
仁
王
像
（
金
剛
力
士 

像
）
は
、
現
在
富
士
市 

指
定
有
形
文
化
財
で
あ 

り
、
江
戸
時
代
初
期
の 

成
立
と
推
定
さ
れ
て
い 

る
。
ま
た
仁
王
門
に
は 

享
保
年
間
（
一
七
一
六 

〜
一
七
三
五
）
の
落
書 

き
が
あ
り
そ
れ
以
前
の 

建
立
と
さ
れ
て
い
る
。 

本
資
料
に
描
か
れ
る 

仁
王
門
背
後
の
堂
宇
は
、 

日
蓮
が
こ
も
っ
た
と
い 

う
一
切
経
蔵
で
あ
ろ
う
。 

   

図版十二 現在の実相寺仁王門 

図版十一 実相寺図（部分拡大） 
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⑤ 

白
酒
店
図
（
図
版
十
四
） 

〔
図
様
解
説
〕 

 

第
六
扇
、
秋
の
場
面
に
描
か
れ
る
。
新
酒
が
で
き
た
証
に
造
酒
屋
が
店
頭
に
一
年
間
飾

る
と
い
う
酒
林
（
杉
の
葉
を
束
ね
球
状
に
整
え
た
も
の
）
が
吊
る
さ
れ
た
店
先
に
は
、
寛

ぐ
旅
人
や
酒
を
供
す
る
女
が
描
か
れ
る
。
縁
台
に
腰
掛
け
、
上
半
身
裸
で
大
き
く
伸
び
を

す
る
男
や
煙
管
で
煙
草
を
燻
ら
す
男
、
大
き
な
餅
を
頬
張
る
男
な
ど
が
活
き
活
き
と
描
か

れ
、
店
内
の
弁
慶
に
は
串
に
通
し
た
焼
き
魚
が
挿
さ
れ
て
い
る
。
竃
に
は
鍋
が
か
け
ら
れ
、

女
が
火
の
番
を
し
て
い
る
。
軒
下
に
は
紋
を
白
く
染
め
抜
い
た
暖
簾
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。 

〔
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
と
し
て
の
考
察
〕 

江
戸
時
代
、
東
海
道
の
江
戸
か
ら
数
え
て
十
四
番
目
の
宿
場
・
吉
原
宿
と
隣
の
蒲
原
宿

の
間
に
あ
っ
た
立
場
・
本
市
場
は
、
茶
店
で
旅
人
に
白
酒
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
尾
張
藩
士
の
高
力
猿
候
庵
が
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、
尾
張
か
ら
江
戸
へ

向
か
う
道
中
の
実
見
を
も
と
に
著
し
た
『
東
街
便
覧
図
略
』（
図
版
十
五
）
に
は
、
本
市

場
の
茶
店
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
、「
是
を
商
へ
る
家
毎
に
、
銚
子
盃
台
猪
口
の
事
き

小
盃
等
厨
子
棚
様
の
物
に
飾
て
殊
奇
麗
な
る
店
つ
き
也
。
又
軒
毎
の
板
持
を
黒
ぬ
り
に
せ

し
も
所
の
風
俗
に
や
。
他
に
異
也
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
東
街
便
覧
図
略
』
の
白
酒
店
の
軒
下
に
も
、
本
資
料
の
も
の
と
よ
く
似
た
暖
簾
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
塀
を
廻
ら
し
屋
根
付
き
の
門
を
構
え
る
な
ど
、
よ
り
格
式
の
高
い
建
物

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

〔
英
派
の
作
例
〕 

 

ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
リ
ア
美
術
館
所
蔵
の
英
一
蝶
筆
「
田
園
図
屏
風
」
は
、
一
蝶
最
晩
年

の
作
と
さ
れ
、
小
屏
風
六
曲
一
双
の
画
面
に
、
春
か
ら
秋
へ
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
盛

り
込
み
つ
つ
、
田
園
風
俗
を
絵
巻
物
風
に
展
開
さ
せ
て
い
る
。
画
面
は
右
隻
の
右
か
ら
、

釣
鐘
の
あ
る
山
寺
の
峠
道
に
始
ま
り
、
機
が
織
ら
れ
る
農
家
や
酒
林
の
掛
か
る
茶
屋
の
前

を
通
り
過
ぎ
渡
し
船
で
対
岸
に
渡
る
と
、
賑
や
か
な
田
植
え
の
風
景
に
導
か
れ
る
。
続
い 

図版十三 「実相寺絵図（元禄10年９月７日）」（部分拡大 山﨑家蔵） 
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図版十四 白酒店図（部分拡大） 

図版十五 『東街便覧図略』（名古屋市博物館蔵 写真提供:同館） 
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て
左
隻
に
目
を
移
す
と
、
神
社
の
境
内
に
は
宮
芝
居
の
小
屋
が
か
か
り
、
橋
を
渡
っ
た
道

沿
い
の
農
家
で
は
、
収
穫
後
の
脱
穀
・
選
別
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
、
牛
馬
に
運
ば
せ
た

米
俵
が
、
高
札
場
を
備
え
た
門
塀
の
構
え
も
格
式
高
い
屋
敷
へ
と
届
け
ら
れ
て
い
る
。
右

隻
に
描
か
れ
る
茶
屋
は
、
酒
林
を
店
先
に
掲
げ
軒
下
に
暖
簾
を
廻
ら
し
た
茅
葺
き
屋
根
の

建
物
で
、
角
度
は
異
な
る
が
、
建
物
の
屋
根
の
つ
く
り
や
酒
林
の
掛
か
り
方
、
笠
を
被
っ

た
男
が
足
下
を
直
す
様
子
や
店
先
の
縁
台
と
そ
こ
に
腰
掛
け
た
伸
び
を
す
る
男
な
ど
に

本
資
料
と
の
類
似
点
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
渡
船
や
田
植
え
、
釣
鐘
な
ど
の
主
題
か
ら

も
、
本
資
料
が
こ
の
「
田
園
図
屏
風
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

 ⑥ 

長
屋
門
と
太
神
楽
図
（
図
版
十
六
） 

〔
図
様
解
説
〕 

第
八
扇
、
冬
の
場
面
に
描
か
れ
る
。
高
札
場
を
門
前
に
備
え
、
長
屋
門
を
有
し
た
屋
敷

の
前
で
太
神
楽
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
太
鼓
を
肩
に
担
い
だ
男
、
小
鼓
を
打
つ
男
、
撥
を

操
る
男
、
横
笛
を
吹
く
男
、
獅
子
頭
の
下
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
様
子
を
見
る
男
、
総
勢

五
人
の
旅
芸
人
だ
ろ
う
か
。
門
の
中
か
ら
は
赤
子
を
抱
い
た
人
物
が
、
外
に
は
活
発
な
子

ど
も
を
は
じ
め
と
し
て
老
若
男
女
が
こ
れ
に
見
入
っ
て
い
る
。 

〔
富
士
南
麓
の
地
域
的
景
観
と
し
て
の
考
察
〕 

門
は
近
代
に
入
る
ま
で
は
、
武
家
屋
敷
の
も
の
で
、
農
家
で
は
村
役
人
以
上
の
家
柄
で

な
け
れ
ば
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
資
料
に
描
か
れ
る
長
屋
門
も
例
に
漏
れ
ず
、
門
前
の
高

札
場
か
ら
察
し
て
も
、
お
そ
ら
く
名
主
級
の
屋
敷
が
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ち
な
み
に
実
相
寺
の
あ
る
岩
本
村
の
高
札
場
は
、
実
相
寺
山
門
を
出
て
東
に
む
か

い
、
小
さ
な
用
水
路
と
道
が
交
わ
る
地
点
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
現
在
、
前
掲
の
「
実
相

寺
絵
図
（
元
禄
十
年
九
月
七
日
）」
の
所
蔵
者
で
江
戸
時
代
名
主
も
務
め
た
と
い
う
山
﨑

家
が
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。
し
か
し
再
三
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
資
料
の
地
理
的
位
置

関
係
が
正
確
な
も
の
と
は
と
ら
え
に
く
く
、
こ
の
長
屋
門
が
果
た
し
て
ど
こ
に
位
置
し
て

い
た
も
の
な
の
か
比
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

〔
英
派
の
作
例
〕 

 
 

大
倉
集
古
館
所
蔵
の
英
一
蝶
の
作
『
雑
画
帖
』
に
は
、「
太
神
楽
図
」（
図
版
十
七
）
が

所
収
さ
れ
て
い
る
。
三
宅
島
配
流
前
の
多
賀
朝
湖
時
代
の
作
例
で
あ
る
。
太
神
楽
図
も
ま

た
、
一
蝶
得
意
の
主
題
で
あ
っ
て
、
太
鼓
の
撥
を
指
先
に
の
せ
て
器
用
に
操
る
様
が
巧
み

に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
を
中
心
と
し
て
、
太
鼓
を
肩
に
の
せ
る
人
物
と
鼓
を

打
ち
な
が
ら
足
を
挙
げ
て
調
子
を
と
る
人
物
も
巧
妙
に
描
き
出
し
、
ま
と
ま
っ
た
構
図
と

な
っ
て
い
て
、
風
俗
画
家
一
蝶
の
真
骨
頂
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
中
の
長
屋
門

前
に
配
さ
れ
た
人
物
は
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
三
人
の
人
物
と
少
々
の
位
置
の
ず
れ
や
筆
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
掲
げ
る
太
鼓
や
挙
げ
る
手
足
、
着
物
の
文
様
な
ど
に
類
似
点
が
見

い
だ
せ
る
。
筆
は
一
蝶
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
豊
か
さ
に
欠
け
、
人
物
の
表
情
に
も
硬
さ
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
の
『
雑
画
帖
』
所
収
画
を
手
本
と
し
て
本
資
料
が
描
か
れ
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

こ
こ
ま
で
紙
幅
が
許
す
限
り
、
ま
た
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
あ
る
が
、
四
季
加
嶋
風
俗
図

屏
風
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
四
季
加
嶋
風
俗
図
屏
風
は
、
富
士
南
麓
の
歴
史
を
探
る
者

に
と
っ
て
、
厳
密
に
事
実
を
物
語
る
資
料
と
は
言
い
が
た
い
が
、
非
常
に
興
味
深
い
資
料
で

あ
る
。
普
遍
的
な
美
と
し
て
の
富
士
図
や
、
街
道
筋
の
名
所
・
名
物
を
い
わ
ば
お
定
ま
り
に

描
い
た
浮
世
絵
な
ど
は
多
種
多
様
に
確
認
さ
れ
る
が
、
本
資
料
の
よ
う
に
実
際
に
現
地
に
取

材
し
た
と
見
ら
れ
る
実
在
の
寺
社
や
景
物
が
描
か
れ
た
作
例
は
、
こ
の
地
に
お
い
て
は
類
例

が
少
な
い
。
も
ち
ろ
ん
民
俗
的
な
習
慣
や
服
装
な
ど
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
、
師
の
粉
本
を

元
に
描
い
た
と
見
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
参
考
に
値
し
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
ど
の
よ

う
な
き
っ
か
け
で
本
資
料
が
描
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
、
興
味
の
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で

は
あ
る
。 
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図版十六 長屋門と太神楽図（部分拡大） 

図版十七 「太神楽図」『雑画帖』（大倉集古館蔵 写真提供:同館）図版十八 落款（部分拡大） 
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本
文
註 

註
一
、
巻
末
に
「
右
一
軸 

慕
二

名
画
丹
青
古
跡
一 

次
顕
二

我
流
汚
墨
一

者
也 

北
囱
翁
英
氏
一
蝶
」
と
記
さ

れ
、
朱
文
方
印
「
信
香
之
印
」、
白
文
方
印
「
英
一
蜨
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
。 

註
二
、
資
料
名
は
画
中
や
題
箋
、
箱
書
き
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
描
か
れ
た
内
容
か
ら
便
宜
上
当
館

が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。 

註
三
、
江
戸
時
代
の
半
宗
教
的
職
業
集
団
。
常
陸
鹿
島
神
宮
の
神
託
と
称
し
て
そ
の
年
の
豊
凶
、
疫
病
な
ど

を
触
れ
歩
い
た
。
折
烏
帽
子
に
狩
衣
姿
の
神
巫
が
幣
帛
を
襟
に
は
さ
み
、
銅
拍
子
を
鳴
ら
し
、
秘
符

を
授
け
て
金
銭
を
乞
い
歩
い
た
。 

註
四
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）、
富
士
山
南
東
斜
面
の
五
合
目
付
近
で
の
噴
火
に
よ
り
生
じ
た
火
口
と
山
。 

 

資
料
デ
ー
タ 

四
季
加
嶋
風
俗
図
屏
風 

英
派
（
英
一
蜒
）
筆 

八
曲
屏
風
一
隻 

〔
寸
法
〕
各
縦
一
一
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

横
三
六
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

〔
品
質
形
状
〕
紙
本
著
色 

屏
風
装 

〔
款
記
印
章
〕
（
第
八
扇
） 

英
□
□
筆 
印
章
解
読
不
能
（
白
文
方
印
） 

〔
時
代
〕
江
戸
時
代
中
期 

〔
受
入
方
法
〕
平
成
十
二
年
度
購
入 

〔
受
入
番
号
〕
購
入
一
〇
五
二 

〔
分
類
番
号
〕
一
―
a
、
富
士
山 

〔
修
理
報
告
〕 

・
修
理
前
の
状
況 

①
品
質
形
状
及
び
寸
法 

紙
本
淡
彩
、
屏
風
、
縁:

黒
漆
塗
、
尾
瀬:

銀
、
屏
風
裏:

揉
み
紙
、
箱:
な
し
、
寸
法:

縦
一
一
五
・
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
五
二･

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

②
破
損
状
況 

 
 
 
 

虫
穴
が
あ
っ
た
。
破
れ
や
深
い
傷
が
あ
っ
た
。
旧
修
理
で
の
補
彩
画
不
適
切
で
、
目
立
っ
て
い
た
。

旧
修
理
で
本
紙
片
が
正
し
く
な
い
場
所
に
置
か
れ
て
お
り
画
面
が
見
難
か
っ
た
。
虫
糞
が
あ
っ
た
。

尾
瀬
部
分
に
本
紙
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
画
面
を
小
さ
く
し
て
い
た
。 

・
修
理
の
概
要 

 
 
 

下
地
と
縁
は
痛
み
が
ひ
ど
く
、
ゆ
が
み
も
見
ら
れ
た
た
め
、
新
調
し
た
。
旧
修
理
で
の
不
適
切
な
補

彩
紙
は
全
て
除
去
し
、
あ
ら
た
に
補
修
し
な
お
し
た
。
ま
た
、
本
紙
片
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
付
け
ら
れ

て
、
絵
の
線
が
繋
が
ら
な
い
箇
所
は
、
正
し
く
線
が
繋
が
る
よ
う
に
直
し
た
。 

修
理
前
の
下
地
は
、
本
紙
に
対
し
て
小
さ
か
っ
た
た
め
、
絵
の
四
隅
が
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
新
調

し
た
下
地
は
修
理
前
よ
り
も
大
き
い
も
の
に
し
て
、
今
ま
で
隠
れ
て
い
た
絵
を
出
す
よ
う
に
し
た
。 

 

・
修
理
後
の
状
況 

 
 
 

紙
本
淡
彩
、
屏
風
、
縁:

黒
漆
塗
、
尾
瀬:

金
砂
子
撒
、
屏
風
裏:

鼠
地
鼠
雲
母
雀
型
唐
紙
、
箱:

桐
箱
新

調 
 

・
施
工
時
期 
 
 

平
成
十
四
年
度 

 

・
施
工
者 

 
 

山
口
聰
太
郎
（
山
口
墨
仁
堂
） 

 

主
要
参
考
文
献 

小
林
忠
・
榊
原
悟
著
『
日
本
美
術
絵
画
全
集 

第
十
六
巻 

守
景
／
一
蝶
』 

株
式
会
社
集
英
社
発
行

一
九
八
二 

板
橋
区
立
美
術
館
編
集
・
発
行
『
英
一
蝶
』
展
図
録 

 

一
九
八
四 

小
林
忠
編
著
『
日
本
の
美
術 

第
二
六
〇
号 

英
一
蝶
』 

文
化
庁
・
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立

博
物
館
・
奈
良
国
立
博
物
館
監
修 

至
文
堂
発
行 

一
九
八
八 

武
田
恒
夫
著
『
狩
野
派
絵
画
史
』 

株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
発
行 

一
九
九
五 

武
田
恒
夫
著
『
日
本
絵
画
と
歳
時 

景
物
画
史
論
』 

株
式
会
社
ぺ
り
か
ん
社
発
行 

一
九
九
〇 

水
本
邦
彦
著
『
絵
図
と
景
観
の
近
世
』 

校
倉
書
房
発
行 

二
〇
〇
二 

藤
懸
静
也
著
「
英
一
蝶
筆
太
神
楽
紫
式
部
図
」
『
国
華 

第
五
一
四
号
』 

国
華
社
発
行 

一
九
三
三 

今
村
龍
一
著
「
英
一
蝶
筆
雑
画
帖
に
つ
い
て
」
『
国
華 

第
六
五
四
号
』 

国
華
社
発
行 

一
九
四
六 

小
林
忠
著
「
一
蝶
年
賦
、
一
蝶
関
係
資
料
」
『
国
華 

第
九
二
〇
号
』 

国
華
社
発
行 

一
九
六
八 

富
士
市
史
編
纂
委
員
会
編
著
『
富
士
市
史 

上
巻
』 

富
士
市
発
行 

一
九
八
二 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

資
料
編
５ 

中
世
一
』 

一
九
八
九 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

通
史
編
２ 

中
世
』 

一
九
九
七 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

通
史
編
３ 

近
世
一
』 

一
九
九
六 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

通
史
編
４ 

近
世
二
』 

一
九
九
七 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

資
料
編
１１ 

近
世
三
』 

一
九
九
四 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

資
料
編
１２ 

近
世
四
』 

一
九
九
五 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

資
料
編
１３ 

近
世
五
』 

一
九
九
〇 

静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

別
編
２ 

自
然
災
害
誌
』 

一
九
九
六 

鈴
木
富
男
著
『
東
海
道
吉
原
宿
』 

駿
河
郷
土
史
研
究
会
発
行 

一
九
九
五 

小
山
真
人
責
任
編
集
『
富
士
を
知
る
』 

株
式
会
社
集
英
社
発
行 

二
〇
〇
二 

山
折
哲
雄
編
集
『
稲
荷
信
仰
事
典 

神
仏
信
仰
事
典
シ
リ
ー
ズ
３
』 

戎
光
祥
出
版
発
行 

一
九
九
九 

富
士
市
教
育
委
員
会
編
集
・
発
行
『
富
士
市
の
ま
つ
り
』 

一
九
八
八 

富
士
市
教
育
委
員
会
編
集
・
発
行
『
富
士
市
の
文
化
財
』 

二
〇
〇
一 

富
士
市
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
第
三
三
回
企
画
展 

郷
土
と
酒
〜
富
士
の
麓
の
酒
物
語
』 

一
九
九

六 富
士
市
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
第
三
四
回
企
画
展 

富
士
川
の
舟
運
』 

一
九
九
七 

富
士
市
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
第
三
七
回
企
画
展 

加
島 

米
と
水
〜
富
士
川
下
流
の
米
づ
く
り
〜
』 

一
九
九
八 

富
士
市
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
第
三
八
回
企
画
展 

富
士
が
ゆ
れ
た
時
〜
宝
永
の
富
士
山
噴
火
と
安

政
大
地
震
』 

二
〇
〇
〇 

 

（
当
館
学
芸
員
） 


